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⼩惑星リュウグウとベヌーの
ドロマイトの形成年代および両者の⽐較



⼩惑星リュウグウとベヌーのサンプル：CIコンドライトに類似

主に⺟天体微惑星の⽔質変質で形成した⼆次鉱物から成る

主にフィロケイ酸塩, 磁鉄鉱, 硫化鉄や
炭酸塩 (ドロマイト，マグネサイト，カルサイト)

ベヌー：OREX-803113-0

リュウグウ：C0002-C1001

ベヌー：OREX-803113-0
MgSiFe

(e.g., Nakamura+2023; Yokoyama+ 2023; Lauretta+ 2024; Barnes+ 2025)

(e.g. Nakamura+ 2023; Yokoyama+ 2023; Lauretta+ 2024)

⼆次鉱物の形成年代：⽔質変質の時期の決定，集積年代の制約
(e.g. Lee+ 2025 & refs. therein)

⼩惑星リュウグウとベヌー：ラブルパイル炭素質⼩惑星
(e.g. Michel+ 2020; Walsh+ 2024)

化学的，岩⽯鉱物学的に類似するが，年代学的関係は不明

本研究：ベヌーのドロマイトのMn-Cr年代測定
⽬的 ：両⼩惑星の⺟天体集積年代の⽐較



リュウグウとIvuna (CIコンドライト)の⼆次鉱物

リュウグウの⺟天体集積年代の推定に向けて
・年代: Mn-Cr年代測定（ドロマイト）
・温度: 酸素同位体温度計（ドロマイト―マグネタイト）

(Fujiya, Kawasaki+ 2023; Yokoyama+ 2023; Kawasaki+ in editorial revision)



まとめ

• リュウグウとベヌーのドロマイトのMn-Cr年代測定を実施した
• ベヌーの⺟天体において，⽔質変質プロセスがCAI形成から~5 Ma以

内に起き，~2.5 Ma以上続いていたことを明らかにした
• 「古い」ドロマイトの形成年代と温度の類似性は，両者の⺟天体微惑

星が同時期に形成したことを⽰唆する
• ⼩惑星リュウグウとベヌーは同じ⺟天体をもつ，あるいは，同時期に

共通のリザーバーから両者の⺟天体が形成した


